
令和元年度 試掘調査 報告

１）水位観測の結果について

・試掘調査の方法

・試験施工時の水位変動結果

２）水質試験の結果について
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下水道整備に係る地下水影響調査について
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令和元年度試掘調査（概要）
平成29年度の試掘調査では、地下水位や水位の回復速度、土質

状況などについて実際に現場で確認を行い、水中ポンプを用いた

開削工事の施工性（地盤を直接掘削して下水道管を埋設する工法）

について検討を行った。

令和元年度は、平成29年度、30年度調査に続き「試験施工」として実際の

施工を想定した試掘調査を行った。

＜調査方法＞

○幅1.0ｍ、長さ5.0ｍ、深さ3.0ｍの実際の工事に即した掘削を行う

○使用する水中ポンプ：複数

＜調査・検証項目＞

○ ウェルポイント工法を行った場合にどれだけ掘削ができるのか

○ さらに水中ポンプを増設した場合にどれだけ掘削ができるのか

○ 観測孔（簡易的な井戸）を設置し、施工時の地下水位の変動を

把握し、家庭の浅井戸への影響を検証

○ 開削工事による水質の変動を把握し、家庭の浅井戸への影響を検証

＜調査箇所＞

○御清水会館北東側（遊歩道横 砂利場）
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令和元年度 調査

項目 決定寸法 決定理由

幅 １．０ｍ 泉町エリアでの最大管径φ２５０mmの掘削幅

長さ ５．０ｍ リブ付塩化ビニル管（L=４．０ｍ）の必要最短掘削長

深さ ３．０ｍ 想定される最大掘削深（※）

（※）地下水の状況により現地判断を行う

実際の施工を想定した掘削寸法試験施工

・ウェルポイント工法を使用した場合の施工性の確認、水中ポンプを
増設した場合に掘削が可能か（次のスライドにて説明）

・試験施工の周辺に設けた観測孔における地下水位変動の把握
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ウェルポイント工法による地下水低下について ①

ライザー管を地中に打込み
地下水をくみ上げる。
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井戸ポンプ

ウェルポイント

ウェルポイント工法による地下水低下について ②
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・図の地下水の曲線のようにウェルポイントから離れれば離れるほど影響は少なくなる。
・なるべく住宅からはなれた場所にウェルポイントを設置し、井戸への影響は軽微とする。
・一時的に地下水位を低下させるが、これまでの実績から数日で地下水位は元に戻りる。
・周辺地域での地盤沈下は、これまでの実績や同様の地層条件では発生していない。



＜施工現場イメージ＞
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地下水位

下水道管埋設位置

ウェル
ポンプ

ウェルポイント工法とは、地下
深くに鋼管を打ち込み、真空
の力で地下水を吸い上げて、
地下水位を下げ、その後、
掘削する工法。



＜施工現場イメージ＞
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地下水位

下水道管埋設位置

ウェル
ポンプ

掘削しながら写真のように土
留めを設置。
地下水の影響がない箇所まで
掘削。



＜施工現場イメージ＞
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地下水位

下水道管埋設へ

ウェル
ポンプ

湧水が見られ、掘削が出来な
い場合、水中ポンプを使用し
地下水位を低下させつつ掘
削。3.0ｍまで掘削して下水道
管を設置。



凡例 H29実施
H29実施＋H30実施
H30実施

H29+H30

H29+H30

H29

H29
H29+H30

H29+H30

御清水

H30

赤根川

新堀川

御清水会館北東側
（遊歩道横 砂利場）

試験施工位置

令和元年
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試験施工詳細図

施
工
箇
所

上流側1.0ｍ、5.1ｍ、10.1ｍ
下流側2.0ｍ、4.0ｍ、8.0ｍ の箇所に
観測孔を設置し、水位確認および採水を実施

御清水会館 北東側 遊歩道横

地下水の流れる方向

御清水会館

御清水

池
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令和元年度 試掘調査 報告

１）水位観測の結果について

・試掘調査の方法

・試験施工時の水位変動結果

２）水質試験の結果について
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令和元年

御清水
赤根川

新堀川

試験施工位置

3.00ｍ

ウェル及び水中ポンプ
３台を運転した状態で、
３ｍまでの掘削可能。
御清水南側の道路より

５０ｃｍ程高いため、下水
道管埋設のための掘削
可能深さは２．５ｍと設定
できる。

御清水会館
北東側

17



新堀川

Ｒ１施工

赤根川

３．０m以上掘削可能 ３．０mまで掘削可能 ２．５mまで掘削可能

越前
大野城

結ステーション

御清水

地下水の流れ
ている方向

市役所
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この結果を基に
詳細設計を行う
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令和元年度 試掘調査 報告

１）水位観測の結果について

・試掘調査の方法

・試験施工時の水位変動結果

２）水質試験の結果について

19



青色箇所：水位測定 11/5～11/22 うち2箇所については水位回復時期まで継続
水質測定箇所（13項目試験） 11/6、11/12、11/20、12/19、1/31

緑色箇所：水質測定箇所（5項目試験） 11/12
橙色箇所：水位測定 11/5～11/22

水質測定箇所（12項目試験） 11/6、11/12、11/20、1/27
赤色箇所：水質測定箇所（13項目試験） 11/6、11/12、11/20
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側溝の水質試験箇所

緑色箇所：水質測定箇所（５項目試験） 11/12
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水質試験

5項目試験

ｐH（水素イオン濃度）／DO（溶存酸素量）／BOD（生物化学的酸素要求量）

／SS（浮遊物質）／大腸菌群（MPN）

御清水周辺の側溝について試験

御清水南側雑排水 御清水北側雑排水

水濁法による公共用水域の環境基準
（生活環境項目）
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基準値内 となった 試験項目 2項目

ｐH（水素イオン濃度）／SS（浮遊物質）

基準値超 となった 試験項目 3項目

DO（溶存酸素量）／BOD（生物化学的酸素要求量）

／大腸菌群（MPN）

単独処理浄化槽（し尿のみ浄化槽で処理）の家庭が多く、
家庭からの排水が公共用水域（水路、川）を汚している

側溝の水質試験結果（5項目）
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御清水（中流）の水質試験箇所

橙色箇所：水位測定 11/5～11/22
水質測定箇所（12項目試験） 11/6、11/12、11/20、1/27
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基準値内 となった 試験項目 11項目

大腸菌／有機物等／ｐH値／色度／濁度／臭気／

六価クロム化合物／蒸発残留物／

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素／塩素イオン／テトラクロロエチレン

基準値超 となった 試験項目 1項目

一般細菌

基準値を超過した要因は、採水時に御清水が自噴し
ておらず、たまり水を採水した。
採水の日に雨が降ったことで、地表面からの排水が
混入していたことが要因と考えられる。

水道法（飲料水）の水質基準による判定

御清水（中流）の水質試験結果（12項目）
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御清水の採水状況
真名川頭首工の断水の影響で、大
野市内の地下水位が低下し、１１
月上旬から御清水から湧かなく
なったため、たまり水を採水した

令和元年１１月

令和２年１月
１月頃から元の地下水位に回
復し、自噴するようになった
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一般細菌は 広く自然界に存在するものであり、

地表水などが流入することにより、基準値を超えることもある。

試掘中は増加したが、御清水の枯渇によりたまり水
を採水したため、一般細菌が混入したと思われる。
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池の水質試験箇所

橙色箇所：水位測定 11/5～11/22
水質測定箇所（12項目試験） 11/6、11/12、11/20、1/27
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基準値内 となった 試験項目 5項目

六価クロム化合物／蒸発残留物／

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素／塩素イオン／テトラクロロエチレン

基準値超 となった 試験項目 7項目

一般細菌／大腸菌／有機物等／ｐH値／色度／濁度／臭気
（※臭気・濁度は施工前から基準超過、ｐH値は施工前のみ超過）

地下水位低下により池の水が自噴せず、たまり水を採水した。
水質が悪くなっていたと考えられる。
また、採水の日に雨が降ったことで、池周辺の土壌に浸透し
た水が混入し水質に影響が出たと思われる。

水道法（飲料水）の水質基準による判定

池の水質試験結果（12項目）
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池の採水状況
令和元年１１月

令和２年１月

１１月上旬から御清水と同じく、池も
自噴しなくなり、たまり水を採水した

１月には水位が回復し、自噴するよ
うになった
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一般細菌は 広く自然界に存在するものであり、元々の水質や、

地表水などが流入することにより、基準値を超えることもある。

降雨の影響や地下水位低下の影響によるものであると思われる
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有機物は本来微生物の働きにより分解され浄化されるが、

汚染がひどくなると自然の浄化能力を超えてしまうため高くなる。
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ｐＨ値とは、水の酸性・アルカリ性を示す数字であり、

地下水は二酸化炭素を含むため、弱酸性のことが多い。

池内に藻が発生しており、試掘前は藻が光合成をして
アルカリ性になっていたと思われる。
弱酸性の雨が降ったことで、中和した。
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色度は、水の着色の程度を示す数字であり、

水に色がつく原因は土に含まれる有機物等が関係している。
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濁度は、水のにごりの程度を示す数字であり、

粘土や粗有機物などが原因。

試掘前から水質基準を超えているが、試掘中に
上昇した値が埋戻後には低減し基準内となっている

0

1

2

3

4

5

6

7

8

試掘前(11/5) 試掘中(11/12) 埋戻後(11/20) 埋戻後(1/28)

濁
度
（
度
）

濁度の時系列変化（民家内の池）

民家内の池

基準値2度

35



民家および御清水会館の水質試験箇所

赤色箇所：水質測定箇所（13項目試験） 11/6、11/12、11/20
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民家井戸水採水場所

御清水会館井戸水採水場所
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基準値内 となった 試験項目 13項目

一般細菌／大腸菌／六価クロム化合物／蒸発残留物／ｐH値／色度／濁度

／硝酸性窒素および亜硝酸性窒素／塩素イオン／有機物等／味／臭気

／テトラクロロエチレン

基準値超 となった 試験項目 0項目

なし

試験施工の場所から一番近い井戸で調査
基準を超過した項目なし

水道法（飲料水）の水質基準による判定

民家および御清水会館の水質試験結果（13項目）
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試験施工観測孔の水質試験箇所

青色箇所：水位測定 11/5～11/22 うち2箇所については水位回復時期まで継続
水質測定箇所（13項目試験） 11/6、11/12、11/20、12/19、1/31
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基準値内 となった 試験項目 9項目

六価クロム化合物／蒸発残留物／有機物等／ｐH値／臭気／味／

硝酸性窒素および亜硝酸性窒素／塩素イオン／テトラクロロエチレン

基準値超 となった 試験項目 4項目

一般細菌／大腸菌／色度／濁度

基準超過した各項目について考察

水道法（飲料水）の水質基準による判定

試験施工観測孔の水質試験結果（13項目）
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一般細菌は 広く自然界に存在するものであり、

土や地表水などが流入することにより、基準値を超えることもある。

試掘中は上昇するが、埋戻後は減少する傾向にある
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一般細菌は 広く自然界に存在するものであり、

土や地表水などが流入することにより、基準値を超えることもある。

試掘中は上昇するが、埋戻後は減少する傾向にある
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一般細菌の時系列変化（北面（下流））
下流2.0ｍ 下流4.0ｍ 下流8.0ｍ 基準値（100個/ｍｌ）
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基準値超 となった 要因

・観測孔が3.5ｍと浅いこと

（※今回使用した機械の最大打設深が3.5ｍ）

・一般細菌は試掘調査個所下流側で多く検出され
ましたが、下流側の土質が粘性土であり、その位置
の水を採水するため細かい土砂が混ざりやすい

・試掘箇所が屋外であり、周辺土地状況も土砂であ
るため、土壌に含まれる細菌が影響する
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色度は、水の着色の程度を示す数字であり、

水に色がつく原因は土に含まれる有機物等が関係している。

試掘中は上昇するが、埋戻後は減少する傾向にある

0.1

1

10

100
色
度
（
度
）

色度の時系列変化（南面（上流））
上流10.1ｍ 上流5.1ｍ 上流1.0ｍ 基準値（5度）
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色度は、水の着色の程度を示す数字であり、

水に色がつく原因は土に含まれる有機物等が関係している。

試掘中は上昇するが、埋戻後は減少する傾向にある

0.1

1

10

100

試掘前（11/6） 試掘中（11/12）埋戻後（11/20）埋戻後（12/19） 埋戻後（1/31）

色
度
（
度
）

色度の時系列変化（北面（下流））
基準値（5度） 下流2.0ｍ 下流4.0ｍ 下流8.0ｍ
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濁度は、水のにごりの程度を示す数字であり、

粘土や粗有機物などが原因。

当初から高いが、試掘後は低下する傾向がある

0.1

1

10

100

1000

試掘前（11/6） 試掘中（11/12）埋戻後（11/20）埋戻後（12/19） 埋戻後（1/31）

濁
度
（
度
）

濁度の時系列変化（南面（上流））
上流10.1ｍ 上流5.1ｍ 上流1.0ｍ 基準値（2度）
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濁度は、水のにごりの程度を示す数字であり、

粘土や粗有機物などが原因。

当初から高いが、試掘後は低下する傾向がある

0.1

1

10

100

1000

濁
度
（
度
）

濁度の時系列変化（北面（下流））
下流2.0ｍ 下流4.0ｍ 下流8.0ｍ 基準値（2度）
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END
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